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Ｔ
Ｂ
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な
ぜ
今
、
経
営
改
革
を

断
行
す
る
の
か
。

　
「

年
の
４
月
に
分
社
化
を

実
施
し
た
。
こ
れ
は
多
様
化
す

る
市
場
に
向
き
合
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
課
題
に
対
し
て
ス
ピ
ー
ド

を
も
っ
て
解
決
す
る
と
い
う
の

が
大
き
な
目
的
だ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
地
域
で
の
意
思
決
定
の

ス
ピ
ー
ド
が
間
違
い
な
く
早
ま

っ
た
。
ま
た
地
域
に
密
着
し
た

こ
と
に
よ
り
、
国
家
戦
略
と
も

連
動
し
た
交
流
文
化
事
業
の
拡

大
や
、
専
門
性
の
特
化
に
よ
り

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
の
事
業
も
拡
大

し
た
。
何
よ
り
も
社
員
の
地
域

に
対
す
る
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
向

上
し
た
」

　「
そ
れ
か
ら

年
が
経
過
し
、

そ
の
間
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
競
合

環
境
が
あ
ま
り
に
も
変
わ
っ
て

き
た
。
例
え
ば
、
大
都
市
に
大

手
企
業
や
人
口
が
集
中
し
、
地

域
間
格
差
が
大
き
く
な
っ
た
。

日
本
人
の
海
外
旅
行
者
は
微
増

な
中
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は

急
激
に
増
え
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
し
、
お
客

さ
ま
の
購
買
行
動
も
ウ
ェ
ブ
比

率
が
わ
れ
わ
れ
の
想
像
以
上
に

高
ま
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
Ｆ

Ｉ
Ｔ
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
き

た
。
飛
行
機
な
ど
の
直
販
が
拡

大
し
、Ｌ
Ｃ
Ｃ
も
増
え
て
き
た
」

　
「
競
合
環
境
の
変
化
は
と
い

う
と
、
従
来
型
の
旅
行
会
社
と

の
競
合
は
昔
か
ら
あ
っ
た
し
、

国
内
Ｏ
Ｔ
Ａ
会
社
も

年
の
分

社
化
時
か
ら
存
在
し
て
い
た

が
、
そ
れ
に
加
え
て
こ
こ
数
年

で
海
外
の
ウ
ェ
ブ
系
旅
行
会
社

や
、
Ｉ
Ｔ
系
企
業
が
参
入
し
た

り
、
ま
た
最
近
で
は
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
企
業
も
入
っ

て
き
た
り
と
競
合
相
手
は
激
変

し
て
い
る
」

　

そ
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
競
合
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
、
と
。

　
「
環
境
が
変
わ
っ
て
き
た
中

で
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
対
す
る
お
客
さ

ま
の
期
待
や
ニ
ー
ズ
と
具
体
的

に
わ
れ
わ
れ
が
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
、
商
品
で
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
出

て
き
た
。
特
に
、
お
客
さ
ま
は

店
頭
に
出
向
い
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ

旅
行
だ
け
を
買
い
た
い
の
で
は

な
く
、
い
ろ
い
ろ
好
き
な
物
を

組
み
合
わ
せ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
買
い
た
い
と
思
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
な

か
な
か
提
供
で
き
ず
に
い
た
」

　
「
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

た
め
に
、
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
多
様
化
し
て
き
た
競
争
相

手
と
戦
う
た
め
に
、
い
っ
た
ん

分
散
化
し
た
ヒ
ト
、
カ
ネ
、
モ

ノ
の
経
営
資
源
を
一
箇
所
に
集

中
し
て
総
合
力
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
。
常
に
お
客
さ
ま
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か

を
先
読
み
を
し
て
競
合
相
手
に

対
抗
す
る
。
攻
め
の
経
営
改
革

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
来
年
４
月
の
経
営
改
革
に

踏
み
切
っ
た
」

　

そ
の
経
営
改
革
の
ポ
イ

ン
ト
は
。

　
「
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
Ｊ
Ｔ
Ｂ

な
ら
で
は
の
価
値
を
提
供
す

る
』
と
い
う
こ
と
。
個
人
で
は

手
配
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、

商
品
内
容
や
販
売
チ
ャ
ネ
ル
、

店
頭
コ
ン
サ
ル
力
に
関
し
て
他

社
だ
っ
た
ら
こ
こ
ま
で
で
き
な

い
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
提
供

し
て
い
き
た
い
。
例
え
ば
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
お
客
さ
ま
だ
け
が
利
用

で
き
る
沖
縄
の
『
エ
ー
ス
Ｊ
Ｔ

Ｂ
ラ
ウ
ン
ジ
』
は
、
ま
さ
し
く

Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ら
で
は
だ
。
あ
の
よ

う
な
差
別
化
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
」

　

再
編
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
「
今
回
、
持
ち
株
会
社
の
Ｊ

Ｔ
Ｂ
に
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
か
ら

Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
ま
で
の
販
売
会
社

と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
、
ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

熊
本
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
バ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
の

社
を
統
合
す
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
自
販
も
提
販
も
店

舗
も
ウ
ェ
ブ
も
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
も
全
て
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
が

一
本
に
な
り
、
な
お
か
つ
仕
入

造
成
部
門
ま
で
一
緒
に
な
っ
て

真
の
製
販
一
体
と
な
る
。
ど
の

チ
ャ
ネ
ル
で
収
入
を
あ
げ
て
も

い
い
し
、
ど
の
部
門
で
利
益
を

上
げ
て
も
い
い
わ
け
で
、
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
一
本
化
す
る

こ
と
が
極
め
て
大
き
い
。
マ
ル

チ
チ
ャ
ネ
ル
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
総
合
力
を
発
揮
し
て
、
利
益

の
最
大
化
を
図
る
こ
と
が
可
能

だ
」

　

団
体
部
門
は
ど
の
よ
う

な
形
態
に
な
る
の
か
。

　
「
団
体
部
門
に
つ
い
て
は
、

旅
行
事
業
、
地
域
交
流
事
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

総
務
系
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

と
い
う
四
つ
に
大
き
く
分
け
て

再
構
築
を
し
て
い
る
最
中
だ
。

今
の
収
入
の
柱
で
あ
り
ド
メ
イ

ン
は
旅
行
事
業
だ
が
、
地
域
交

流
事
業
は
盛
ん
に
な
っ
て
き
た

し
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
中
心
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
も

急
速
に
伸
び
て
い
る
。
総
務
系

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
も
出
張

経
費
の
軽
減
な
ど
確
実
に
需
要

が
あ
る
。
来
年
の
経
営
改
革
で

は
、
こ
の
四
つ
を
『
国
内
法
人

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
』
と
い
う

枠
組
み
の
中
に
入
れ
て
、
法
人

も
総
合
力
で
戦
え
る
体
制
が
で

き
る
。
こ
れ
が
法
人
部
門
改
革

の
最
大
の
柱
に
な
っ
て
い
る
」

　

分
社
化
前
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と

は
、
い
っ
た
い
ど
こ
が
違
う
。

　「
分
社
す
る
前
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、

現
在
の
よ
う
に
会
社
に
は
な
っ

て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
北
海

道
や
東
北
、
関
東
と
い
っ
た
地

域
ご
と
の
営
業
本
部
に
分
か
れ

て
い
た
か
ら
、
利
益
や
責
任
の

単
位
が
み
ん
な
違
っ
た
。
今
度

の
経
営
再
編
で
は
地
域
本
社
や

営
業
本
部
の
よ
う
な
組
織
を
残

さ
な
い
の
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

だ
。
ま
さ
し
く
一
つ
に
な
る
」

　

各
地
域
で
の
旅
ホ
連
の

対
応
は
ど
う
変
わ
る
。

　
「
各
県
、
各
支
部
の
旅
ホ
連

に
は
従
来
通
り

Ｄ
Ｍ
Ｃ
支
店

が
し
っ
か
り
担
当
す
る
。
あ
る

い
は
、
旅
ホ
連
が
地
域
行
政
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
何
か
を
や
ろ
う

と
い
う
時
の
相
談
窓
口
と
し
て

広
域
統
括
責
任
者
を
置
き
、
今

ま
で
の
体
制
を
堅
持
し
な
が
ら

よ
り
強
い
パ
イ
プ
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
」

　

総
会
を
前
に
旅
ホ
連
の

会
員
に
伝
え
た
い
こ
と
は
。

　
「

年
度
に
旅
ホ
連
会
員
の

皆
さ
ま
か
ら

億
円
の
お
客
さ

ま
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
が
、

こ
れ
は
極
め
て
大
き
な
数
字
で

本
当
に
あ
り
が
た
い
。
ま
た
、

貴
重
な
在
庫
の
提
供
や
宿
泊
増

売
の
４
つ
の
お
願
い
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
面
で
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず


年
度
は
４
５
０
０
億
円
の
目
標

に
届
か
な
か
っ
た
。
再
ト
ラ
イ

に
な
る
が

年
度
こ
そ
４
５
０

０
億
円
を
達
成
す
る
た
め
に
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
」

　


年
度
の
国
内
旅
行
の

市
場
環
境
は
ど
う
だ
っ
た
。

　
「
熊
本
地
震
、
鳥
取
地
震
、

北
日
本
の
集
中
豪
雨
な
ど
自
然

災
害
の
多
い
年
だ
っ
た
。
改
め

て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
観
光
復
興
に
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」

　
「

年
度
は
北
陸
新
幹
線
開

業
、
ふ
る
さ
と
割
り
、
シ
ル
バ

ー
ウ
イ
ー
ク
な
ど
プ
ラ
ス
要
素

が
多
く
、
昨
年
度
は
そ
の
反
動

が
出
た
。個
人
消
費
も
低
迷
し
、

節
約
志
向
も
や
や
高
ま
っ
て
い

る
と
感
じ
る
一
年
だ
っ
た
」

　

そ
う
し
た
環
境
の
中
で

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
販
売
状
況
は
。

　
「
国
内
個
人
が
苦
戦
し
、
訪

日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
好
調
、
法
人

や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
企
業
業
績
と
連

動
し
堅
調
だ
っ
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化

の
加
速
や
海
外
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
伸

長
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
化
（
価
格

変
動
性
）
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
環

境
変
化
が
顕
著
に
表
れ
た
中

で
、エ
ー
ス
は
３
０
０
７
億
円
、

前
年
比
３
・
９
％
減
と
苦
戦
し

た
。
た
だ
販
売
額
で
は
、
過
去

４
番
目
で
一
定
の
規
模
は
維
持

で
き
た
。
団
体
は
、
宿
泊
・
宴

会
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
７
・
０
％
増
と

な
る
な
ど
好
調
だ
っ
た
」

　「
オ
ン
ラ
イ
ン
宿
泊
販
売
は
、

前
年
比
約
３
％
減
と
苦
戦
。
手

配
旅
行
と
、
訪
日
旅
行
サ
イ
ト

『
ジ
ャ
パ
ニ
カ
ン
』
の
不
振
が

大
き
な
要
因
だ
。
価
格
変
動
へ

の
対
応
が
不
十
分
だ
っ
た
。
た

だ
、
ジ
ャ
パ
ニ
カ
ン
は
、
地
方

の
旅
館
は
伸
び
て
い
る
の
で
、

地
方
分
散
、
地
域
振
興
に
は
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
」

　

宿
泊
販
売
の
実
績
は
。

　
「
４
３
３
０
億
円
と
な
る
見

込
み
で
、
目
標
の
４
５
０
０
億

円
に
は
残
念
な
が
ら
未
達
と
な

っ
た
。
お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
環
境
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
提

供
価
値
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ

た
１
年
だ
っ
た
。
た
だ
、
宿
泊

販
売
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
、
安
定
し
て
４
千
億
円

を
突
破
す
る
地
力
は
あ
る
と
感

じ
て
い
る
」

　

今
年
度
の
市
場
環
境
を

見
通
す
と
。

　
「
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
法

人
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
も
好
調
に
推
移

す
る
だ
ろ
う
。
個
人
消
費
も
回

復
基
調
に
あ
る
の
で
、
ト
ー
タ

ル
と
し
て
は
堅
調
に
推
移
す
る

と
思
う
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は

な
い
が
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
た

『
レ
ゴ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン
』
、

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
の
浸

透
、
『
ト
ラ
ン
ス
イ
ー
ト
四
季

島
』
と
い
っ
た
豪
華
寝
台
列
車

や
観
光
列
車
の
拡
大
な
ど
プ
ラ

ス
要
素
が
あ
る
。ま
た
Ｔ
Ｄ
Ｒ
、

Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
Ｄ
Ｃ
も
四
国
、
信
州
、
山

口
な
ど
で
実
施
さ
れ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
素
材
を
生
か
し
た
企
画

性
の
高
い
商
品
づ
く
り
を
や
っ

て
い
く
」

　

国
内
旅
行
の
販
売
拡
大

に
向
け
た
施
策
は
。

　
「
今
年
度
は
、
『
仕
掛
け
と

変
革
の
年
』
だ
。
新
し
い
価
値

と
需
要
の
創
造
、
環
境
変
化
へ

の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
を
製

販
一
体
で
進
め
る
。
宿
泊
増
売

に
向
け
、
１
点
目
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
総
合
販

売
力
の
最
大
化
。
２
点
目
は
、

お
客
さ
ま
目
線
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

目
線
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
価
値

あ
る
商
品
を
提
供
し
、
宿
泊
増

売
に
貢
献
す
る
。
３
点
目
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る

地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
力
を
強

化
し
、
仕
掛
け
や
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
づ
く
り
に
よ
り
、地
域
振
興
、

観
光
振
興
に
貢
献
す
る
」

　「
個
人
旅
行
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
や

Ｄ
Ｐ
化
な
ど
へ
の
対
応
を
強
化

す
る
。例
え
ば
、間
際
化
対
策
と

し
て『
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ラ
イ
ス

プ
ラ
ン
』『
エ
ー
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
』に
代
表
さ
れ

る
価
格
変
動
型
商
品
を
強
化
。

同
時
に
、早
期
に
価
値
あ
る
商

品
を
納
得
の
価
格
で
販
売
し
、

売
り
切
る
政
策
も
加
重
す
る
。

成
長
分
野
で
あ
る
訪
日
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
や
法
人
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

商
品
化
政
策
も
強
化
す
る
」

　

宿
泊
販
売
の
目
標
は
。

　
「
４
５
０
０
億
円
に
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
。
全
社
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の『
日
本
の
旬
』は
上
期
信

州
、下
期
北
海
道
で
展
開
す
る
。

ま
た
、
先
ほ
ど
の
施
策
を
十
分

に
実
行
し
、
間
際
で
は
Ｄ
Ｐ
化

の
対
応
を
し
な
が
ら
、
宿
泊
施

設
の
Ｒ
ｅ
ｖ
Ｐ
Ａ
Ｒ
の
最
大
化

に
貢
献
し
た
い
。
地
域
振
興
・

観
光
振
興
も
旅
ホ
連
・

Ｄ
Ｍ

Ｃ
・
Ｊ
Ｊ
Ｔ
、
三
位
一
体
大
作

戦
を
推
進
す
る
。
お
客
さ
ま
、

宿
泊
施
設
、
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
解
決
に
貢
献
し
た
い
」

　
「
ま
た
、
社
員
の
宿
泊
施
設

や
観
光
素
材
の
現
地
研
修
を
強

化
す
る
。
今
後
は
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
力
、
企
画
力
が
よ
り
重

要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
旅
行

会
社
の
社
員
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
も
含
め
現
地
を
熟
知
す
る
こ

と
が
、よ
り
一
層
必
要
と
な
る
」

　

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で

注
力
す
る
こ
と
は
。

　
「
当
然
、
ジ
ャ
パ
ニ
カ
ン
、

Ｂ
Ｓ
２
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
ツ
ア
ー

の
拡
充
を
進
め
る
が
、
大
き
く

は
地
方
創
生
や
地
域
分
散
、
時

期
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
旅
館

を
も
っ
と
売
り
た
い
。
旅
館
は

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
文
化

だ
。
ロ
ー
マ
字
で
『
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｎ
』
や
『
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
』
の

発
信
を
も
っ
と
強
化
し
て
い

く
。一
方
、お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
は
も
と
よ
り
、
人
手
不

足
と
い
う
現
状
の
課
題
も
踏
ま

え
る
と
、『
意
外
と
熱
海
』
で
成

功
し
た
泊
食
分
離
、
一
泊
朝
食

付
き
と
い
っ
た
新
し
い
パ
タ
ー

ン
も
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
」

　

旅
ホ
連
と
の
連
携
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
。

　
「
次
世
代
の
経
営
者
と
の
交

流
を
活
発
化
さ
せ
る
。
５
月
に

東
京
で
交
流
会
を
行
っ
た
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
に
は
団
体
旅
行
、
個
人
旅

行
（
店
頭
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
）
、
エ
ー
ス
、
手
配

旅
行
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も

あ
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
総
合
力
や
Ｊ

Ｔ
Ｂ
な
ら
で
は
の
価
値
を
今
の

経
営
者
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

宿
泊
増
売
や
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
す
る
動
き
を
一
緒

に
や
っ
て
い
き
た
い
。例
え
ば
、

東
北
に
し
て
も
九
州
に
し
て
も

何
か
災
害
が
起
き
た
時
に
は
一

緒
に
助
け
合
っ
て
い
け
る
。
こ

れ
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ら
で
は
の
価
値

だ
。
旅
ホ
連
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
車
で

言
え
ば
両
輪
だ
」

　
「
宿
泊
増
売
に
関
し
て
は

『
４
つ
の
お
願
い
』
を
会
員
の

皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
全
て
の
販
売
チ
ャ
ネ

ル
を
駆
使
し
て
宿
泊
増
売
を
図

り
期
待
に
応
え
た
い
」

　

旅
ホ
連
会
員
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
「
旅
ホ
連
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
関
係

は
永
遠
に
不
変
の
も
の
。
Ｗ
Ｉ

Ｎ
＆
Ｗ
Ｉ
Ｎ
で
宿
泊
増
売
や
地

域
振
興
・
観
光
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
一
層
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
の

で
、
具
体
的
な
声
を
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
」

（１３） 第２８９５号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）６月１０日（土曜日）

　
２
０
１
７
年
度
の
宿
泊
販
売
で
４
５
０
０
億

円
の
目
標
に
再
度
挑
み
、
そ
の
必
達
を
目
指
す

Ｊ
Ｔ
Ｂ
。
宿
泊
販
売
を
含
む
国
内
旅
行
販
売
の

重
点
施
策
と
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
と
の
連
携
に
つ

い
て
、
常
務
取
締
役
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画

社
長
の
大
谷
恭
久
氏
に
聞
い
た
。
常
務
取
締
役

で
国
内
事
業
本
部
長
の
今
井
敏
行
氏
に
は
来
年

４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
経
営
改
革
の
詳

細
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。


